
第第二二報報告告概概要要（（11）） 専専修修大大学学 上上田田和和勇勇教教授授
「「異異文文化化経経営営ののリリススククとと課課題題－－６６次次元元モモデデルルにによよるる文文化化特特性性ととププロロジジェェククトト調調査査結結果果にによよるる比比較較分分

析析おおよよびびソソフフトト・・ココンントトロローールルにによよるるリリススククママネネジジメメンントトのの有有効効性性－－日日本本ととベベトトナナムムのの比比較較－－」」

ググエエンン先先生生のの報報告告ににももああっったた「「個個人人のの配配慮慮にに及及ぼぼすす影影響響」」ににもも関関係係ししてていいるる。。個個々々のの社社員員のの方方へへ影影響響をを及及ぼぼすす状状
況況をを質質的的ににイインンタタビビュューーししたた結結果果をを報報告告すするる。。多多くくのの日日系系企企業業ががベベトトナナムムにに進進出出ししてていいるる。。現現地地ののママネネーージジャャーー
はは様様々々なな形形でで協協力力ををははかかるるここととももあありり、、トトララブブルルがが起起ききるるここととももああるる。。

ううままくくいいくくここととをを「「ハハッッピピーー」」、、ううままくくいいかかずずパパフフォォーーママンンススがが低低下下すするるここととをを「「リリススクク」」とと呼呼んんででいいるる。。リリスス
ククママネネジジメメンントトははチチャャンンススののママネネジジメメンントトででももああるる。。社社員員ととののママイイナナススををココンントトロローールルすするるににはは22つつのの側側面面ががああ
るる。。ママニニュュアアルルななどどハハーードドなな面面をを重重視視ししたたハハーードド・・ココンントトロローールルとと価価値値観観ややベベトトナナムムのの文文化化、、風風習習をを考考慮慮ししなながが
らら情情報報共共有有ををししてて関関係係性性をを作作っってていいくくソソフフトト・・ココンントトロローールルとといいうう22つつのの側側面面ががああるる。。

リリススククママネネジジメメンントトののププロロセセスス（（CCrroossss--CCuullttuurraall RRiisskk MMaannaaggeemmeenntt PPrroocceessss・・以以下下CCCCRRMMPP))はは 11..日日系系企企業業がが
ソソフフトト面面ををどどここままでで理理解解ししてていいるるかかのの分分析析 22..リリススククのの発発見見 33..どどののよよううににソソフフトト・・ココンントトロローールル対対応応すするるかか
44..密密にに情情報報共共有有すするる のの44つつのの段段階階かかららななるる。。

第第一一段段階階はは自自社社をを分分析析。。価価値値観観をを共共有有ででききてていいるるかかどどううかか、、仕仕事事にに対対すするる考考ええ方方をを把把握握ししてていいるるかか、、ココミミュュニニ
ケケーーシショョンンがが取取れれてていいるるかか。。官官僚僚的的組組織織ににななっってていいなないいかかをを分分析析すするる。。



第第二二報報告告概概要要（（22）） 専専修修大大学学 上上田田和和勇勇教教授授
異異文文化化経経営営ののリリススククとと課課題題－－６６次次元元モモデデルルにによよるる文文化化特特性性ととププロロジジェェククトト調調査査結結果果にによよるる比比較較分分析析
おおよよびびソソフフトト・・ココンントトロローールルにによよるるリリススククママネネジジメメンントトのの有有効効性性－－日日本本ととベベトトナナムムのの比比較較－－」」

第第二二段段階階ののリリススククのの発発見見ににつついいててアアンンケケーートト結結果果をを共共有有すするる。。

回回答答をを得得たた3300社社中中2255社社がが「「かかななりりリリススククをを感感じじてていいるる」」（（88社社））「「時時々々リリススククをを感感じじてていいるる」」（（1177
社社））とと回回答答。。

GGeeeerrtt  HHooffsstteeddeeのの66次次元元モモデデルルとと比比較較（（ススラライイドド赤赤字字部部分分にに注注目目））日日本本ととベベトトナナムムのの国国民民特特性性ははかかなな
りり違違ううここととががわわかかるる。。ベベトトナナムムのの文文化化はは「「権権力力をを重重んんじじるる・・集集団団主主義義・・女女性性的的（（家家庭庭重重視視））・・リリスス
ククをを積積極極的的にに取取るる・・短短期期的的視視点点」」

HHooffsstteeddeeのの66次次元元モモデデルル分分析析ととアアンンケケーートトのの結結果果をを確確認認ししたた。。「「上上司司のの指指示示をを待待つつ」」、、「「家家族族やや仲仲間間
のの重重要要性性がが高高いい」」「「ミミススををししててもも怒怒ららなないいこことと」」ももアアンンケケーートト結結果果ににああっったた。。ままたた不不確確実実性性のの回回避避
志志向向がが低低いいこことと「「良良いい意意味味ででルルーールルをを守守ららなないい」」とといいうう回回答答ががああっったた。。必必要要以以上上ののルルーールルはは不不要要とと
いいううHHooffsstteeddeeのの研研究究とともも一一致致ししてていいるる。。長長期期的的志志向向よよりりもも短短期期的的志志向向がが強強いい点点もも一一致致がが見見らられれるる。。

アアンンケケーートトのの回回答答かからら異異文文化化リリススククへへのの対対応応ににつついいてて「「妥妥協協点点をを見見出出すす」」「「現現地地ににああっったたルルーールルのの
作作成成」」「「一一緒緒にに食食事事ををすするる」」ななどどソソフフトト・・ココンントトロローールルかかららののアアププロローーチチをを相相当当重重視視ししてていいるるこことと
がが分分かかっったた。。時時間間のの都都合合上上パパネネルルデディィススカカッッシショョンンでで申申しし上上げげるるががソソフフトト・・ココンントトロローールルをを重重視視しし
てていいるるとといいううここととがが分分かかっったた。。


